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第三章

結論

この諸論文の背景と問題提起の結果に基づいて、結論することができるのは：

1. 日本人は切腹を実行するのは中世時代から明治維新時代まで行われた。古代時代

に切腹は神様に捧げるため、鹿の腹に実行した。中世時代に切腹は人間の腹をき

ることが始めた。その時代の切腹は切腹もとのパターン、原形と呼ばれていた。

内戦時代に切腹は雇用者に忠誠を表示するために実行した。徳川時代に切腹は公

式の罰に使用された。 切腹の儀式は完全になった、定形と呼ばれていた。明治

維新時代に西洋の影響は日本に入国し始める、そして切腹は公式の罰から削除さ

れた。その時代に切腹の事件がまだあるが講師の儀式で実行させなかった。

2. 前書の切腹を実行する人の話に基づいて日本人が切腹を実行するの理由は自尊心

を維持して、戦争で敗北や恥の過ちを償って、雇用者に、天皇に、そして国家に

も献身の形と結論付けることができる。

勇気や忠誠や恥の値が切腹を実行するの根底は、そのあと日本人の特徴になった。

そのことはインドネシアに適合されたら、インドネシアの社会の悪い態度は例えば、

汚職は回避することができる。

このように切腹の習慣に著者の結論である。日本人にとって、立派な死ぬの方法

という自殺の儀式である。
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追加

戦場に切腹の実行

切腹の儀式


